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評価区分 実施内容・状況

教育活動

・今年度のコロナ禍で、感染症対策や課外授業への対応など児童の健康及び安全に配慮しつつ、工夫を凝らした授業編成や臨機応変に対応する姿勢は大いに評価できる。
・日本初の全寮制ということで開校した時点では子供たちが生活できるのか不安であったが、教職員、寮スタッフとのコミュニケーション及びケアのおかげで子供たちがのびのびと学校生活を
送れている事実を目の当たりにすることができて良かった。
・コロナ禍だからこそ宿泊行事の時には詳細に連絡をもらえるとありがたい。途中から細かな連絡があって対応していただき、安心した。
・英語での授業だけでなく、より英語で過ごす時間についても焦点をあててほしい。英語力の成長をもう少し期待する。
・少人数だからこその手厚いケアがあること、保護者にも一人一人に対応してもらえることはありがたかった。同時に子供たちのためにもう少し児童数の増加を望む。

教育課程特例校

・コロナ禍の中で、適切かつ円滑に教育活動を行なっている。訂正すべき点は柔軟に変更してきたことにも好感が持てる。
・英語での授業による児童への負荷の重さなど情緒面に懸念があったが、子どもが充実した顔で学期末に家庭に戻ってくるのを見るのが楽しみとなった。
・英語での算数やIPCの内容をきちんと理解しているかが不安になる。より手厚い学習サポートの充実をお願いしたい。
・このカリキュラムを通して、子供たちの進路がどのようになっていくのかビジョンの共有をお願いしたい。


